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～18歳になると飲酒可の国も多いため，引率
教員も生徒も大いに盛り上がり，国際交流が
進むことになります。
競う内容
実験も筆記も「国際標準の高校化学」を考
えたシラバスに従って出題されます。その内
容は，日本の高校カリキュラムをだいぶ超え
ています。「オリンピックらしくハードルを
高める」というよりは，諸国の高校が日本よ
り進んでいる（進化してきた）のです（教科
ごとに温度差はありますが）。
例として，筆記試験用シラバスに「高校の
既習事項」とある項目の一部を，表２にまと
めました。初めてこれを見る化学系の方々は
目を疑うでしょう。なにしろ日本では，大半
が理系の大学１・２年次，ものによっては３
年次でようやく出合う話なのですから。
実験のほうは通常，５時間のうちに３つの
課題をこなします。日本の高校教科書にある
生徒実験は，懇切な指示どおりに手を動かせ
ば全員がほぼ同じ結果になるものですが，
IChOの実験はそんなものではありません。
課題の「最終ゴール」を簡潔に書いた紙が渡
され，場所を指定した実験台にはそれらしい
器具がそろえてあるとはいえ（写真11），と
きにはダミーの器具も置いてあります。要す
るに，「どの器具をどんな順に使うか」も生
徒自身がその場で考え，操作を進めなければ
いけないのです。
実験試験でも筆記試験でも，使う素材（物
質や反応）には，高校教科書でまず扱わない
ものが少なくありません。化学の要点つま
り，① 原子どうしがつながる理由と，② 反
応がその向きに進む理由をつかんでいれば，
初体験の物質や反応を素材にしたほうが，
「化学力」を正しく判定できるからでしょう。
諸国は①と②のサワリを高校で教えるの
に，あいにく日本の高校カリキュラムは，そ
の肝心なことをほとんど扱いません。なお，
解答に必要な周期表や公式はみな問題冊子に
載っているため，覚えていなくても大丈夫で
す。周期表や公式を「使いこなす」力が問わ
れるのです。むろん，「暗記の量」を問う問
題もありません。
日本代表生徒の成績
IChOの本番で日本の生徒は「大学以上」
に挑むわけですから，派遣前トレーニングが
欠かせません。しかも，ほかの国なら高校教
員が指導できるところ，実験も筆記も，指導
は大学教員の仕事になります。初派遣から14
年のうちに指導体制も固まっているため，安
心して（？）一次選考に参加してください。
会期の７月は，たいていの国なら高校３年
間の課程を終えたあとですから，学年暦が４
月開始の日本にとっては，少しハンデを背負
った戦いになります。なにしろ IChOの代表
は，前年の一次選考時に１年生か２年生なの
で，学校でまだ「化学さえ始まっていない」
ケースもあるのです。
とはいえ，数千名の一次選考参加者から選
ばれた代表生徒４名は，磨けば光る原石とい
うのか，さすがに実力はたいしたものです。
2003～2016年の代表生徒が残した成績を表３
にまとめました。手探り状態だった初回
（2003年）を除き，全員がメダリストになっ
ているのがお分かりでしょう（写真12）。
ほかの教科と同様，IChOでモノをいうの
は「論理的思考力」です。化学でそれができ
れば，むろん他教科にも通用します。
その関連でひとつエピソードを紹介しまし
ょう。2008年のハンガリー大会に出た某県立
高校のS君（出場時３年生）は，帰国後すぐ
の模擬試験で化学の成績は惨憺たるものでし
た。大学入試の化学が，雑知識と中学レベル
の計算力しか問わず，肝心な「なぜ原子同士
はつながるのか？」と「なぜ反応はその向き
に進むのか？」を問わないからです。けれど
同君はたちまち「社会復帰」を果たし，東京
大学に合格しています。
同様な例は，他教科の関係者からもよく伺
います。論理的思考力を身につけてさえいれ
ば，どんな分野だろうと，大学入試レベルの
話なら難なくクリアーできるのでしょう。
おわりに
代表生徒の数は，数学の６名と物理の５名
を除き各教科４名ですから，いま日本では毎
年，31名の生徒がオリンピックに出場しま
す。10年間の310名は，これから大きな力と
なり，将来の日本を背負ってくれることでし
ょう。
昨今，オリンピック代表や国内選抜で優秀
な成績をあげた高校生には，いくつもの大学
が入試で特別枠を設けるようになりました。
東京大学も2016年から100名の枠を推薦入試
に充てています。身近に入学者のうち２～３
名（化学グランプリのトップクラス）がいると
いう教員（知人）は，彼らの実力や勉学態度
を絶賛していました。
製品の「使用前・使用後」ではありません
が，国内選抜でも IChOの本番でも，苦しみ
に耐えぬいて立派な成果をあげた生徒が「大
化け」を果たすのは，筆者もたびたび目にし
てきました。
高校生諸君は（中学生諸君も）ぜひ，「競い
合って大きく伸びる」チャンスだととらえ，
化学に限らず理数系オリンピックの国内選抜
に参加しましょう。
年（開催回） 主催国 成　績
2003（35） ギリシャ 銅２，敢闘賞２
2004（36） ドイツ 金１，銅３
2005（37） 台湾 銀１，銅３
2006（38） 韓国 金１，銀３
2007（39） ロシア 銅４
2008（40） ハンガリー 銅４
2009（41） イギリス 金２，銀１，銅１
2010（42） 日本 金２，銀２
2011（43） トルコ 金１，銀３
2012（44） アメリカ 金２，銀２
2013（45） ロシア 銀４
2014（46） ベトナム 金１，銀２，銅１
2015（47） アゼルバイジャン 金２，銀２
2016（48） ジョージア 金１，銀３
表３　日本代表生徒の成績
写真12　表彰式直後の笑顔
2009年イギリス大会。筆者撮影
写真11　2008年ハンガリー大会の実験台
 後方は，日本の代表生徒が使う器具をチェックする引率
教員等。筆者撮影
表２　筆記試験用シラバスの「既習事項」（一部）
基礎・無機
核子，放射性壊変（α・β・γ壊変），水素類似原
子の量子数n，l，mとs・p・d軌道，フントの
規則，パウリの排他率，単純なVSEPR理論，p
ブロック元素の酸化数，無機物質の立体化学，
おもな遷移元素の酸化数とイオンの色，ヨウ素
滴定
物理化学
溶解度積と溶解度，エンタルピー，熱容量，エ
ントロピー，ギブズエネルギー，熱力学第二法
則，標準電極電位，酸塩基平衡の平衡定数，ネ
ルンストの式，錯形成反応
有機化学
有機化合物の構造と反応性（極性，求電子性，
求核性），炭素原子の混成軌道と結合の幾何
学，s結合とp結合，共鳴構造，フィッシャー
投影図，立体化学，求電子的置換反応，求核的
付加反応
